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１　浅間火山観測所（湯の平）跡の基本情報
（１）　名　称　
あさまかざんかんそくじょ（ゆのたいら）あと
浅間火山観測所（湯の平）跡
（２)　所在地　
長野県小諸市大字菱平字高峰　
（３）　面　積
578 ㎡
（４）　土地所有者
農林水産省
（５）　土地管理者
小諸市（予定）

２　浅間火山観測所（湯の平）跡の概要
　浅間火山観測所（湯の平）跡は、浅間山火口の
西南西約 2.3kmの湯の平にあります。
　明治 44 年（1911）に長野県により建設された、
我が国最初の火山観測所の跡です。火山の常時観
測を実施することで噴火のメカニズムを解明し、
火山災害に対する不安の解消と、噴火にかかる注
意喚起、精緻な情報提供を実現することを目的に
設立されました。
　明治 44 年８月 26 日に地震計を据え付けて観測
を開始しましたが、昭和４年（1929）に観測を中

止しています。その後、昭和 22 年（1947）に浅間
山噴火による火災のため建物が焼失しています。
　観測所建物は木造平屋建ての建物で、面積は建
設当初が約 20 坪（66 ㎡）、大正９年（1920）増築
後は約 30.5 坪（100.65 ㎡）です。間取りは、コン
クリート製の地震計台がある観測室、事務所、宿
直室で構成されます。建物前面に百葉箱のある観
測露場が設けられていました。
　大正９年には西側に物置、押入、湯殿、便所が増
設されました。また、時期は不明ですが、風向を
計測する木柱、警察電話線を引き込む電柱、主屋
の東側に物置と思われる小屋も設置されています。

0

１：5,000

100 300200

１：5,000

0 100 300200

拡大図

浅間火山観測所（湯の平）跡浅間火山観測所（湯の平）跡

·トーミの頭

上図：2016『小諸市都市計画マスタープラン』から抜粋、加筆
下図：東信森林管理署基本図 千曲川上流（岩村田）３（1:5,000）に加筆

2.小諸市の現状 
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図１　浅間火山観測所（湯の平）跡　位置図　
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なお、電話線は後に時刻補正用の無線報時受信とし
ても利用されました。

３　本質的価値
・我が国最初の火山観測を主任務とする常設施設で　
　あること。
・はじめて、火山の常時観測が実現した場所である
　こと。
・現在取り組まれている様々な火山防災施策の始ま
　りの場所であること。
　浅間火山観測所は、火山災害に対する不安の解消
と、噴火にかかる注意喚起、精緻な情報提供を実現
することを目的に設立された、我が国最初の火山観
測施設です。

　浅間山山中に専用の建物と土地が用意されたこと
により、はじめて火山の常時観測が可能になり、蓄
積された観測データは、噴火のメカニズムを解明す
るうえで、今も大いに役立っています。
　何よりもその設立趣旨は、現在取り組まれている
様々な火山防災施策の端緒に位置づけられるもの
で、火山防災の歴史を理解するうえで欠くことがで
きない史跡であるといえるでしょう。
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図２　浅間火山観測所（湯の平）跡　全体図

：史跡指定対象範囲　A=578 ㎡
：観測所建物外形線
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表１　浅間火山観測所（湯の平）跡と浅間山観測の歴史
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表２　2024 年３月時点で確認できている関係資料

明治 45 年 _「浅間火山
観測所設立御礼の書簡」
_表２№６資料

大正９年 _「浅間山観
測所建築書類（全）」
_表２№５資料

大正９年 _「浅間山火山観測所
物置新設及模様替工事設計図」
_表２№３資料
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地震計台跡②
イロリ跡①便所跡

湯殿跡

：史跡指定対象範囲　A=約578㎡
：観測所建物外形線　

図３　浅間火山観測所（湯の平）の略図　　「浅間火山観測所（湯の平）平面図」_表２№４資料

：大正 9年増築部分



当時の浅間火山観測所（湯の平）の概観 _彩色絵葉書　

現　況（2023.10.30 撮影）　



浅間火山観測所（湯の平）建物正面外観全景（増築前）_絵葉書

観測所跡地入口から奥の地震計台を望む 観測所跡地（北東より撮影）

観測所跡地（北西より） 観測露場跡（南より）



観測露場跡より見る前掛山 建物跡（南側より）

地震計台跡①正面（南側より） 地震計台跡①（北西隅より）

地震計台跡②（南側より） 建物礎石跡検出状況

便所跡（南側より） 湯殿跡（南側より）
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イロリ跡①（北側より） イロリ跡①に残されていたカンヅメ

イロリ跡②（西より）

浅間火山観測所（湯の平）跡の背後に広がる風景

百葉箱支柱（南側より）



浅間火山観測所（湯の平）跡
市史跡指定に伴う調査報告概報

　　　　　　　　　　　　　　　　発　行　日　　令和６年（2024）３月 25 日
　　　　　　　　　　　　　　　　編集・発行　　小諸市教育委員会　文化財・生涯学習課

表紙写真：初めに設置された地震計台跡の正面写真


